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特集

　
緊
急
消
防
援
助
隊（
以
下
、緊
援
隊
）は
、阪
神
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
平
成
七
年
六
月
に
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
消
防
は
普
段
、管
轄
す
る
市
町
村
の
災
害
に
対
応

し
、皆
様
の
安
心・安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、管
轄
の
消
防
で
は
対
応
が
難
し
い
大
規

模
災
害
や
特
殊
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
よ
う
な
時
に
、被
災
地
か
ら
の
要
請
で
、全

国
の
消
防
本
部
や
航
空
隊
が
、活
動
の
応
援
の
た
め

に
駆
け
つ
け
ま
す
。こ
の
応
援
部
隊
が
、緊
援
隊
な

の
で
す
。

　
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
は
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
呼
ば
れ
る
特
別
な
計
画
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
適
用
基
準
に
該
当
し
た

時
に
は
、計
画
に
基
づ
い
て
全
国
か
ら
被
災
地
へ
迅

速
に
緊
援
隊
が
駆
け
つ
け
ま
す
。

　
緊
援
隊
は
、全
国
か
ら
消
防
隊
員
が
集
ま
り
、他

消
防
本
部
の
隊
員
と
連
携
し
て
活
動
を
し
ま
す
。そ

の
た
め
、ス
ム
ー
ズ
な
連
携
活
動
が
で
き
る
よ
う

に
、平
成
八
年
度
か
ら

全
国
を
六
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、地
域
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
緊
援
隊
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。中
濃

消
防
組
合
は
、中
部
ブ

ロ
ッ
ク
に
位
置
し
ま

す
。ま
た
、五
年
に
一

度
、全
都
道
府
県
が
参

加
す
る
全
国
合
同
訓
練

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

緊
急
消
防
援
助
隊

緊
急
消
防
援
助
隊
〜
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
〜

き
ん
　
き
ゅ
う  

し
ょ
う  

ぼ
う    

え
ん     

じ
ょ    

た
い

き
ん
　
き
ゅ
う  

し
ょ
う  

ぼ
う    

え
ん     

じ
ょ    

た
い

緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
？

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
は
？

訓
練

緊急消防援助隊全国合同訓練の様子

石川県消防学校へ集結した緊援隊派遣車両の様子

緊急消防援助隊全国合同訓練の様子

 

令
和
六
年
は
、
石
川
県
で
二
度
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
ど
ち
ら
も
緊
急
消
防
援
助
隊
の
出
動
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

 

令
和
六
年
一
月
一
日
に
最
大
震
度
七
の
能
登
半
島
地
震
が
発
生
。
緊
急
消
防
援
助
隊
岐
阜
県
大
隊
の
出
動
要
請
を

受
け
被
災
地
へ
出
発
。
中
濃
消
防
組
合
か
ら
は
、
岐
阜
県
大
隊
要
請
解
除
ま
で
の
十
日
間
で
計
三
十
三
名
を
派
遣

し
ま
し
た
。

 

令
和
六
年
九
月
二
十
一
日
に
は
、
秋
雨
前
線
や
線
状
降
水
帯
の
影
響
で
奥
能
登
豪
雨
災
害
が
発
生
。
緊
急
消
防
援

助
隊
岐
阜
県
大
隊
の
出
動
要
請
を
受
け
被
災
地
へ
出
発
。
中
濃
消
防
組
合
か
ら
は
、
十
三
日
間
で
計
十
一
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

石川県消防学校へ集結した緊援隊派遣車両の様子
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消防だより 第94号

　
緊
援
隊
は
、救
助
活
動
、消
火
活
動
、救
急
活
動
、

情
報
収
集
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
す
。緊
援
隊

に
派
遣
す
る
車
両
・
部
隊
は
、消
防
本
部
ご
と
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、活
動
に
適
し
た
車
両
・
部
隊
が
被

災
地
へ
向
か
い
ま
す
。

　
中
濃
消
防
組
合
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、全
国
か
ら

は
水
陸
両
用
車（
レ
ッ
ド
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
）な
ど
の

特
殊
車
両
も
被
災
地
へ
向
か
い
ま
す
。

　【
自
助
・
共
助
・
公
助
】と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、大
切

な
考
え
に
な
り
ま
す
。

　
自
助
と
は
、自
分
自
身
と
家
族
の
身
を
守
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
共
助
と
は
、地
域
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
っ

た
周
囲
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　
公
助
と
は
、公
的
機
関
に
よ
る
救
助
や
援
助
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。緊
援
隊
も
公
助
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
緊
援
隊
は
、全
国
か
ら
被
災
地
へ
駆
け
つ
け
ま
す

が
、現
場
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
。実
際
、能
登
半
島
地
震
で
は
、主
要
道
路
が
倒

木
や
崩
落
に
よ
り
封
鎖
さ
れ
、歩
い
て
現
地
ま
で
行

く
し
か
な
い
状
況
で
し
た
。緊
援
隊
が
出
動
す
る
時

は
通
常
の
災
害
状
況
と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。

　
公
助
が
到
着
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
は

事
実
で
す
。例
え
ば
、下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
人
が
目

の
前
に
い
る
時
、一
刻
も
早
く
救
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。公
助
が
到
着
し
て
い
な
い
状
況
が
起
こ
り

え
ま
す
。そ
の
た
め
、重
要
に
な
る
の
が
、自
助・共
助

な
の
で
す
。

　
災
害
は
、い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。普
段
か
ら
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？ 

　
大
切
な
生
命
、身
体
、財
産
を
守
る
た
め
に
、自
身

で
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
を
今
一
度
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。災
害
発
生
直
後
の
備
え
も
大
切
で
す

が
、避
難
所
生
活
へ
の
備
え
も
非
常
に
大
切
で
す
。

長
い
避
難
所
生
活
で
は
、身
の
回
り
を
清
潔
に
保
ち

感
染
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。も
し
も
の
時
の
た
め
に
慌

て
ず
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

派
遣
車
両
・
派
遣
部
隊

自
助
・
共
助
・
公
助

自
助
・
共
助
の
重
要
性

自
助
・
共
助
の
備
え

奥能登豪雨災害の活動現場２

緊援隊宿営地の炊き出しの様子 倒木による道路の封鎖 能登半島地震の活動現場

奥能登豪雨災害の活動現場１

【
自
助
の
備
え
】

・
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備

・
家
具
の
固
定

・
避
難
経
路
、
避
難
場
所
の
確
認

・
家
族
で
安
否
確
認
方
法
の
確
認

【
共
助
の
備
え
】

・
地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

・
地
域
行
事
へ
の
参
加

・
近
隣
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
挨
拶
や
日
常
会
話
）

奥能登豪雨災害の活動現場２

緊援隊宿営地の炊き出しの様子 倒木による道路の封鎖 能登半島地震の活動現場

奥能登豪雨災害の活動現場１
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04

地域別火災発生状況

 原因別割合

救助活動件数割合

救助出場件数 ・ 活動件数

月別火災発生件数

合計 建物 林野 車両 その他 損害額
（千円）

関 地 域

洞戸地域

板取地域

武芸川地域

武儀地域

上之保地域

関　　　　市

　　　　 

美 濃 市

合　　　　計

31

28

1

2

7

38

21

19

1

1

4

25

1

1

1

2

2

2

1

3

7

7

1

8

45,711

45,519

183

9

36,553

82,264

関　　　　　　市

　　　　 

美 濃 市

高 速 道 路

そ の 他

合 　 　 　 　 計

出場
件数

活動
件数 交通

事故
水難
事故 その他

43
29
6
5
1
2

18

1

62

21
12
5
3

1

13
1

1
1

3
2
2

11

32

6

1

23

7

14

16 7
13
3
3

1

5

24

20
関 地 域
洞 戸 地 域
板 取 地 域
武芸川地域
武 儀 地 域
上之保地域

8

6

4

2

0

（件数）

3

7

5
4

5

1

4
3

22

0

2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

交通事故
25％（8件）

その他
41％ （13件）

水難事故
34％ （11件）

令和６年消防統計 火災･救急･救助火災･救急･救助
死者６名、過去最多！！火災

昨年より水難救助出場件数3件増加！！救助

火災件数 ３８件 (前年比３件増)

建物火災

林野火災

車両火災

その他の火災

25件 (10件増)

　2件 (1件増)

　3件 (2件減)

　8件 (6件減)

● 損害額

● 死者

● 負傷者

82,264千円 (41,164千円増)

　 　　　 　   　 　　　6人 (6人増)

　 　　　 　   　 　　　4人 (3人増)

● 主な火災の原因

放火　　　　　　    　　6件
コンロ　　  　　　　　　 3件
火入れ　   　　　　　　3件　

ストーブ    　　　　　     2件
配線器具 　  　　　   　 2件
電気機器　   　   　    2件

救助活動
件数
32件 

救助出場件数 62件 (前年比15件増)

・ 救助活動件数
※実際に救助活動した件数

32件 (5件増)

不明 8％（3件）

その他
33％（13件）

電気機器 5％（2件）
放火 16％（6件）

放火疑い 3％（1件）配線器具 5％（2件）

コンロ 8％（3件）
ストーブ 5％（2件）

火遊び 3％（1件）

電灯・電話等配線
3％（1件）

たき火 3％（1件）

火入れ
8％（3件）

火災
件数
38件
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消防だより 第94号

救急出場件数　5,080件 (前年比53件減少)

● 搬送種別 急病

一般負傷

転院搬送

66％

16％

7％

（１日平均出場件数　13.9件）

関　　　　　　 市

　　　 

美 濃 市

そ の 他

合 　 　 　 　 計

出場
件数 火災 水難 交通

事故
労働
災害

運動
競技

一般
負傷 加害 自損

行為
転院
搬送急病

4,157

3,394
164
76
246
192
85
914

9

5,080

24

21
1

2

5

2

31

10

3
4
3

14

24

273

229
8
3
15
16
2
46

7

326

61

46
5
3
3
3
1
16

77

37

35

1

1

6

43

677

548
24
12
38
32
23
133

810

11

11

11

25

21
1

3

9

34

2,755

2,236
102
49
175
134
59
611

3,366

267

236
15
3
10
3

72

339

その他

17

8
4
2
2
1

2

19

関 地 域
洞 戸 地 域
板 取 地 域
武 芸 川 地 域
武 儀 地 域
上 之 保 地 域

救急出場件数

救急出場件数２年連続５,０００件以上！！救急

● 搬送人員　　　　　　　　　　　4,643人 (157人減)
※うち65歳以上　68％

● 傷病程度 軽症

中等症（入院が必要）

重症以上

38％

49％

13％

誰が利用できるの？
【消防士を目指している方】のみならず、
【転職活動をしている方】【将来の選択肢
の一助としたい学生やそのご家族】も利用
できます！

何をするの？
皆さんが消防署へ職場訪問していただき、
職員がマンツーマンでご案内します。マン
ツーマンだからこそ、話しやすい！質問し
やすい！

案内してくれる人（ナビゲーター）は誰？
ナビゲーターは、職員から立候補で募りま

した。経験豊富なベテラン職員から就活
をしている方と年代の近いフレッシュな
若手職員、高卒の職員、大卒の職員、他業
種経験職員等、様々な職員が皆さんの疑
問やお悩みを解決へナビゲートします！

申し込みはいるの？
ＨＰにあります申込フォームから必要
事項を記載の上、お申し込みをお願い
します。
　

「中濃消防組合ナビゲーター制度」を始動！

『消防士を目指す方々に向けた制度』です！
中濃消防組合ナビゲーター制度とは、

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

Ｑ
A

皆様のご利用
お待ちしています！
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あれこれ消防
～各署所のできごとを紹介します～

あらかると

06

モデルチェンジ！

　広報車を更新しました。
　広報車は主に業務出向や災害現場での支援等に使用します。車両の特徴
として車体がコンパクトで「機動性」に優れているため、狭隘な場所でも資機
材や人員の搬送を行うことができるのです！
　中濃消防組合には他にもたくさんの種類の車があるので気になる方はぜ
ひ見に来てください！

多くの方に知ってもらいたい！♯７１１９

高賀の神水を求めて

　『家族の具合が悪い・・・』『子どもがケガをした・・・』でも救急車
を利用するべきか困っている。
　そんな時は「＃７１１９」に電話です！岐阜県には誰でも医師や看
護師から助言がもらえる♯７１１９電話相談窓口があります。
　このシステムを多くの方に知ってもらうために関市山田のパチ
ンコ店の協力の下、電光掲示板を使用した広報を開始しました！
　救急車を利用するか困った場合や不安の解消、また救急車の適
正利用のため、＃７１１９を活用してください！

　高賀山といえば高賀の神水で有名ですよね？？
　高賀の神水を求めて、いざ登山初心者3人組で登山開始！
　登山開始早々、アブ、山ヒル等の虫を発見。気づいた頃には
多くの虫刺されが・・・。
　登山をする前には、虫対策に限らず、万全準備を！！
　山頂からの景色はとても綺麗で、下山後に飲む高賀の神水は
格別でした。

　災害現場で建物のドアの向こう側から、「助け
て！」と声が聞こえた時に、私たちはドアを破壊し
て、要救助者を救出します。その技術を習得す
るために、解体予定の建物を市役所・解体業者・
一般市民の方から提供していただき、訓練を
行っています。

ドアの向こう側
美濃消防署

津保川出張所

西分署

洞戸出張所
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07

　板取地域には、関市と郡上市をつなぐ、県内の一般道路で２番目に長いタラガトンネルがあります。今回、トンネル内で
の事故を想定して、警察、美濃土木事務所、消防の３機関合同で訓練をしました。
　トンネルの出入り口は事故が起きやすい場所です。安全運転を心がけましょう。

こんなところにも「火の用心」
　千本もの桜が並んでいることで有名な寺尾千本桜
街道。そんな街道にある峠を武芸川町側から上ってい
く途中に、こんな看板が設置されていることをご存知で
したか？
　今年度は薄くなってきていた看板のペンキ塗りを実
施しました。
　これなら皆さんの目にとまりやすくなったはず！？
　火の用心、お忘れなく！

命を守るプロがここにも！
　「地震だよ！小さく丸まって！」
　武儀やまゆり保育園で行われた地震対応訓練。
　保育士の皆さんが必死で園児に声をかけ、命を守
ろうとする姿に感動！
　私たち消防士も、「命を守るプロとして、日々訓練を
していかなければ」と、身の引き締まる思いでした。

力を合わせて安全を守ります！板取川出張所

武儀出張所 武芸川出張所
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中濃消防組合ホームページ
http://www.chunou-119.jp

中濃消防組合Instagram公式アカウント
http://www.instagram.com/chuno.fd.119/

「ほのおのにっき」も
見てね!!

拍子木　みなさんこんにちは！

　今回の特集「緊急消防

援助隊」は、いかがでしたか？緊援隊とは、どんな隊な

のか概要をお伝えしました。被災地は、通常の災害とは

全く異なり、過酷な現場活動になります。緊援隊の活

動の様子は、中濃消防組合HPにも掲載していますの

で、ご興味のある方は是非見てください。

　また、特集の中で、大規模災害時に大切なこと【自

助・共助】についてもお伝えしました。この機会に、災

害時の備えを見直してください。

　私たちは「救える命を救うため」、「悲惨な事故をなく

すため」、日々の訓練や事故防止の広報活動を行って

います。皆様の心遣いが火災や事故の予防になりま

す。ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

　これからの季節は、空気が乾燥するだけでなく、風

も強くなり、火災が発生しやすくなります。十分注意し

ましょう。

　最後にこの場をお借りして、能登半島地震、奥能登

豪雨災害からの一日も早い復興を心よりお祈り申し上

げます。　　　　　　　 （編集 総務課 広報担当）

問 題

よろしく
お願いします

消防クイズ

※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせいただきます。

たくさんの
ご応募を
お待ちして
います！

春の火災予防運動　令和7年3月1日（土）～7日（金）

令和６年度　全国統一防火標語

守りたい 未来があるから 火の用心

応募方法

あ て 先

締め切り
賞　　品

ヒ ン ト

はがき又は下記QRコードの応募フォームから応募。
※はがきによる応募は、答えと住所・氏名・年齢・
電話番号、中濃消防組合や消防だよりへのご意見、
ご要望を記入の上、下記あて先までお送りください。
〒501-3906　西欠ノ下５番地
中濃消防組合消防本部　総務課
令和７年３月1４日（金）　当日消印有効
関市・美濃市に在住の正解者の中から抽選により
賞品を進呈します。

あれこれ消防あらかると（P６）

　昨年１１月に、岐阜県消防学校での総合教育（初任教育
救急科）の課程を修了し、関消防署に配属され晴れて消防
士としての一歩を踏み出しました。
　まだまだ、これからですが、一人前の消防士として頑張っ
ています。住民の皆さんの力になれるよう、日々努力してい
きますので、応援よろしくお願いします。

令和６年度採用  職員紹介

米澤　俊佑 山田　理子 村山　元希

消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
TEL (0575)24-8814（

は
や
い
よ
）

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
ぎ
ふ
 　
TEL (＃

7119）ま
た
は
(058)216-0119

中
濃
消
防
組
合
消
防
本
部
 総
務
課
　

〒
501-3906 関

市
西
欠
ノ
下
5番
地

TEL (0575)23-9090　
FA
X (0575)24-6996

第
94号

応募フォームからの応募者には、
塗り絵をプレゼント！
ダウンロードして使ってね！

●に入る数字を書いてね！答え【＃●●●●】

救急車を利用するべきか困っている
ときに、医師や看護師から助言が
もらえる相談窓口の電話番号は？


